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沖 縄南部前 島方言 の 助詞

新 垣 公弥子

はじめ に

現代共通語 に おい て も､ 助詞 の 働き に つ い て は ､ 十 分明 ら か に さ れて い な い ｡ 助詞 が構

文上重要な働きをして い る こ と は言 うま で もない が ､ 構文上 どの ような働きを して い る か と

い う こ と に な れば､ 諸説で異 なる ｡ 山田孝雄 は ､ 助詞 を観念語 と観念語 の 関係 を示す関係

語と捉え ､ 橋本進吾は文節を構成する付属語 ､ 時枝誠記 は話 し手の 立場 を表現 す る語 と捉

え ､ 渡辺実に至 っ･ て は､ 実質概念と実質概念 の 関係 を示 し､ 文の 成分を構成する 関係構成

語と捉え て い る｡

こ の よう に助詞の 捉え方が諸説で 異な る の は､ 助詞 が文の構造と密接に か か わ っ て い るか

らで あ る｡ したが っ て ､ 助詞 の 研究 は､ 同時に 文の 構造 を どう捉え る か ､ と い う文法上 の

難問 に直面 せ ざるお え な い . そ の た め文の 構造 を どう考 え る か に よ っ て ､ 助詞 の 分類も異

な っ て く る こ と に な る ｡

助詞研究の方法論が確立 さ れて い な い 申に あ っ て橋本進吉は助詞 を断続の 関係､ さ らに続

く場合 は どの ような語 に続くか ､ そ して どの ような語 に つ くか と い うこ とを基準 に 1 0 に 分

頬して い る ｡ 橋本進吉の こ の よう な分類方法は､ の ち の 大野 (19 8 7) の 研 究に 有効 な 方法

で あ っ た ｡ 大野の 研究 は古語 の ｢ の+ と ｢ が+ に連体用法 ･ 主格用法の 2 つ の 用法 を認 め ､

上代 で は承 ける体言の相連 に より双方が共存しえ たの が ､ 鎌倉期を墳に 承ける体言が混同を

見せ ると次に ｢ の+ と ｢ が+ に かか る形式を逢 え現在に 至 る こ と を証明 して い る ｡ 橋本進

吾の分類方法は古語 の ｢ の+ ｢ が+ の解明に有効で あ っ た｡ そ こ で本論考で は､ 橋本進吉 の

分類法 に基づ き記述 した用例を分類 して い く ｡

また ､ 琉球方言 に おける助詞 の 特徴として は古語の よう に格助詞お よび連体助詞の各々 に

[g
L
a] [ n u] が認 められる と い う こ と で あるo こ れ は現代共通語 に は見られ な い 現象 で ､ 大

きな特徴の 一

つ と な っ て い るo 既述 の と おり ｢ が+ ｢ の+ の 双方に格助詞 ･ 連 体助詞 の 用法

が認め られる こ と は橋本 (19 6 9) の 指摘に始まり､ 大 野 (19 8 7) で 深め られ ､ 琉球方言の

分野で は内問 (19 9 6) に詳しい ｡

ただ､ 琉球方言に おける助詞の 研究は ､ ま だ各地域の 共時的実態を報告す る段階 で あり

野原に より､ 報告が進め られて い るもの の十分と は言い難 い ｡ 本論考で は､ 野原 (19 8 3)

をも参考に しな が ら199 5 年12 月から199 7 年9 月 まで に 臨地 調査 した資料を基に ､ 方法論と

して は内聞 (19 8 3) に従い ､ 助詞各々 に つ い て ｢ 承ける形式+ ｢後接する形式+ に 分類し前

島方言の助詞を記述､ 分類する ｡

1 調査およぴ分析の方法

調査 は199 6 年12 月か ら199 7 年9 月まで に行な っ た ｡ 話者 は予備調査 ･ 本調査 ･ 補助調査

を通して喜瀬 ヨ シ 氏で 行な っ たム 話者の 選出基準は､ 言語形成期 ( 15 歳) を当地 で 過 ごし､
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か つ 両親 ｡ 配偶者 も当地 の 出身者 で ある こ と と した ｡

調査項目は千葉大学日本語研究室作成した もの に 基 づ い て い る ｡ 補充 の 必要な箇所に つ い

て は随時補充を行 な っ た ｡

採集した用例に つ い て の 分類お よび分析に つ い て は内聞 (1 9 8 3 ) に 従 っ た ｡ 既述 の とお

り い わ ゆ る 国語 に お い て も助詞 の 捉 え方に つ い て は諸説 で 異 な る ｡ そ の 中 に あ っ て 大 野

(19 7 8) で は
一 定の 研究成果をあげて い るo そ の 理論を琉球方言に 応用 し た内問 (19 8 3) は､

混沌 として い た琉球方言助詞 の解明 に示唆 を与え る研究で あ る｡ 本論考で は採集 した資料を

上記の分類方法で ま と め て い く｡

2 助詞概観

1 ) 助詞の 種類

前 島方言 に は以下 の よう な助詞が認 め られるノ｡

Ⅰ 準体助詞

[Si] ( の)

Ⅱ 並列助詞

[t u] ( と) [ k 年r a] ( か ら) [t g k a] ( とか)

Ⅲ 格助詞

[ 9 a] ( が) [ n u] ( が) [b a] ( に) [っk a i] ( に) [ n i] ( に) ト ] ( 杏) [t u] ( と)

[ r i] ( と) [ k a r a] ( か ら) [ s a = n i] ( で) [S i] ( で) [ ? u ti] ( で) [j a k a =] ( より)

Ⅳ 副助詞

[b a k a = n ] ( ば かり) [ m a r i] ( ま で) [ n d e :] ( な ど) [ ? at ai] ( く らい)

[ n a =] ( ず つ) [ n ti o = n ] ( さ え) [j a ti n ] ( で も) [ ? u s s a] ( だ け) [i皇k a] ( しか)

Ⅴ 係助詞

[ g a] ( か) [ r u]
I
( ぞ) [ r u n ] ( なん ぞ) [ n] ( ち) [j a] ( は)

Ⅵ 連体助詞

[ 9 a] ( の)
′
[ n u] ( の)

Ⅶ 接続助詞

[ n e =] ( と) [i i9 a] ( けれ ども) [ m u n n u] ( もの を) [9 a n a =] ( な が ら)

[k a r a] ( か ら) [ - i] ( て) [ tin ] ( て も) [～i = ti] ( ごと) [ m a m a] ( まま)

Ⅷ 終助詞

[d o =] ( ぞ) [ n a] ( 吃) [ 9 aj a =] ( か し ら) [ m i] ( か) [9 a] ( か) [ n i] ( か)

[ - i] ( か) [ti=] ( か) [b a = i] ( わけか) [～i9 a] ( けど) [ m u n ] ( もの
'
を)

[～e =] ( で しょ う) [j a =] ( ね) [ji ニ] ( ね) [j o =] ( よ) [t e =] ( よ) [ n 乱] ( よ)

[ s a] ( さ)

2 ) 助詞 とその柔 ける形式および後接する形式

各助詞 の 承ける形式 (助詞 の 直前に く る形式) と後接する形式 ( 助詞 の直後 に く る形式)

-
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を中心 に そ の 用法をま と め て い く｡ [ ] は前島方言の 語形 ､ ｢ + はい わ ゆ る共通語 形 ､

( ) は方言形 に相当する語を示す｡ ま た ( ) 内 に は方言形 に相当する い わ ゆ る共 通語を ､

分析可能な限り語 の 単位で 区切 っ て記述 して おく｡

3 助 詞 の用法

Ⅰ 準体助詞

準体助詞 と して ､ [ミi] が認 められる . [ii] は活用語 に後接し､ そ の付い た形式全体を体

言的資格の もの にす る｡ 共通語 の 準体助詞 ｢ の+ に はば相当するが ､ ｢ の+ と異 な る と こ ろ

は､ [Si] が も っ ぱら活用語 に の み後接する とい う点であ る. い わ ゆ る ｢ の+ の よう に 連体

詞や体言及び体言相当の もの に後接すると い う こ と は な い ｡ 前 島方言も同様 で ある が ､ こ

れが琉球方言で 認め られ る準体助詞 [S i] の 特徴で あ る. ま た [Si] はそ れ自体､ 体言 的資

格をも っ て おり ､ 形式体言的で ある ｡ 従 っ て ､ 文脈に よ っ て は ｢ もの+ ｢ 人+ ｢ こ と+ の 意

味を表す｡

(1) [S i] ｢ の+

( 承ける形式)

活用語 の準体形

･ ?j a = k a r a ti皇ti 甘 i i 9 a d a t t e = n ? a n d o :

( あな た か ら 聞く の が 沢山 ある よ)

･ ? a m a n n i w a一 つk a i n a g a s a i 皇 k a r a

? i n t～a s a ii n d a tt e = m m a d 5i m a tt o : a

( あそ こ の 庭 に 長 い の か ら 短 い もの も 沢山 積まれ て い る)

｡ k u n n a m u n o ニ k o : i ～i 9 a W a S S a n

( こ ん な もの は 買う の が 悪 い

･ k o = r a n i i g a m a‡i r o
.
=

( 買わな い の が い い よ)

(後接する形式)

( a)並列助詞 ･ 格助詞 ･ 副助詞 ･ 係助詞

･ k u m a 9 k ai

( こ こ に

･ k u m a 〔)k a i

( こ こ にJ
･ ?j a = k a r a

k at‡甘

薯く の

k ati 甘

苦く の

tS主t§u

( あな た から 聞く

･ k lユn n a m u n O = k o : i

i i t u ]
'

um u ～i

と 読む もの

ii g a ? a n

が ある)

ii 9 a d a tt e = n

の が 沢山

ii 9 a W a S S a n

( こん な もの は 買う の が 悪 い

d o 二

よ)

g a ? a n

が ある)

? a n d o 二

ある よ)

d o =

よ)
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･ ? o = s a !i g a ? a k a = n a i n

( 青 い の が 赤く な る)

｡ ti皇k a i !i b a k a = m m n t e = ‡i m e = s a n i

( 使う の ばか り 持て ば よ い で し ょ う)

｡

k u n u m a tS ij a つk a i j a t a k a s a ‡i n ? a r e = j a s s a

( こ の 市場 に は 高い の も あれば 安 い の

｡ k atS 甘 i i n w a k a r a n

( 書く の も わか らな い)

｡
n u = 9 a n a k a m lユ ii n ? a r e = j a ニ

( 何 や ら 食 べ る の も あれ ば な)

ちi n ? a n

も ある)

Ⅱ 並列助詞

並列助詞として は､ 以下 に ような もの が認 め られる｡.

(1) [ t u] ｢ と+

(2) [ k a r a] ｢ か ら+

(3) [ 柑k a] ｢ と か+

別個 で対等 の 概念 を結び つ ける働きが ある ｡ 別個 で あ るが ゆ え に先行概念 と後行概念 の交

替が可能 で ある ｡

(1) [t u] ｢ と+

体言や体言相当の もの 及 び準体助詞 [～i] ｢ の+ に 後接 して ､ そ れ ら を対等 の 関係 で 列 挙

する ｡

( 承ける形式)

( a)体言お よ び体言相当語

○ ?j a = Lu w a n t u m a n d 5 u n ? iti u n

( あ な た と 私 と 一 緒に 行く)

｡

h a r u 9 k ai

( 畑 に 馬

･ ? a L m m a = t u

( お母 さん

? u ii = m i :

( 御清明

｡

w u = n t u

( 斧 と

･
w i= t u

( 上 と

? m m a 旦望 ? u ～i g a w u n

と 牛 が 居 る)

w a n t 11 W u n d o :

と 私 と 居 る よ)

n e = w a r a bi t u ? m m a g a n u t～a = t u j a r a t! a n

に は 子供 と 孫達 と

n u k u d 5i r i t u s a = ni k i =

鋸 と で 木 切 る)

G皇ti a n d 5i ? ai ib u n

下 で 遊ぶ)

行か した)

ti i = n

･ k u r i t u k u r e = d 5i r u 9 a t a k a s a g a

( こ れ と こ れ は どれ が 高 い か)
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｡ t a = tSi 五里 m i = tS i 9 k a i w a k i = n

( 二 つ と 三 つ に 分 ける)

(b)副助詞 旬 準体助詞

｡ ? iti a 9 a n a 二 Lu k e : i 9 a n a :

(行き なが ら と 帰り なが ら

i u i n

寄る)

o k u m a 抽 a i k a tS 甘 !真 壁 j u m u

( こ こ に 書く の と 読む の

(後援する形式)

(2) [ k a r a] ｢ か ら+

～i g a ? a n

が ある)

格助詞 ｢ か ら+ や らの転成した もの で ある o 同趣 の 事柄が 他 に もあ る こ と を言外し っ っ

それ ら の 中か ら いく っ か を例示的に 起点の 形 で 列挙す る ｡

例は少な い ｡

(承古ナる形式)

( a)体言

｡ ? a m a = ? i9

( あ そ こ は

(b)準体助詞

k a r a m aj a = k a r a t‡主k a n a t o = n

犬 か ら 措 か ら 飼 っ て い る)

? a m 乱 n u n i w a

? i n ti a s 乱

o k ai n a g a s a !皇 k a r a

i i n d a tt e : m m a d 5i m a tt o = n

( あそ こ の 庭

(後接する形式)

( a)体言

･ ? a m 乱 n ll J a ･ J a
■

▼

( あ そ こ の 家

(b)活用語 の 接続形

? a m a n u ni w a

? in t‡a s a i i n

( あそ こ の 庭

体言 ､ 準体助詞に 後接する が 用

に 長 い の か ら 短い の も 沢 山 積ま れ て い る)

? u ◎u ttS 甘 k a r a w a r a bi

は 大人 か ら 子供 ま で

9 k ai n a g a s a i皇 k a r a

d a tt e = m m a d 3i m att o こ瓜

に 長い の から 短 い

? w a : k a r a G i = r a : k a r a ti皇k an at a n d o :

m a ri d .a tt e = n w u n d o =

たく さん 居 る よ)

も 沢山 積まれて い る)

( 豚 か ら 山羊 か ら 養 っ た よ)

(3) [t u k a] ｢ と か+

事､ 物､ 動作､ 状態 な どを例示的に並 べ あげる の に用･い る ｡

( 承ける形式)

体言

･ ? w a = t u k a G id 5 a = t u k a t!主k an at a n
p

d o 二

( 豚 とか一 山羊 とか 養う よ)

( 後援する形式)

-
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( a)体言

･ ? a m a n u ] a - ] a d a ki
■

▼

( あそ こ の 家 は 竹

(b)活用語の 終止形

t g k a t a m u n 佃k a m a .d 5i m a tt o = n

とか 薪 と か 積ん で ある)

? a k a =
-
tg k a t!皇= r u = t g k a ? a n d o 二

( 赤 とか 黄色 とか ある よ)

Ⅱ 格 助 詞

格助詞と し て 認 め られる もの に は､ 以下の よう なもの があ る ｡

(1) [ 9 a] ｢ が+ ( 主格)

(2) [ n u] ｢ が+ ( 主格)

(3) [ 9 a] ｢ に+ ( 目的)

(4) [ 9 k ai / k a i] ｢ に+ ( 方向)

(5) [ n i] ｢ に+ ( 帰着点)

(6) [
- ] ｢ を+ ( 目的)

(7) [t u] ｢ と+ ( 共 同の 相手)

(8)
,
[ ri] ｢ と+ ( 引用)

(9) [ k a r a] ｢ か ら+ ( 起点)

(10) [ s a = n i] ｢ で+ ( 手段 ･ 方法)

(l l) [S i] ｢ で+ ( 手段 ･ 方法)

(1 2) [ ? u ti] ｢ で+ ( 場所)

(1 3) [j a k a :] ｢ より+ ( 比較対照 の 基準)

こ れらの 助詞 は ( ) に示 した ような 意味関係 で も っ て ､ 事柄と事柄 の論理的関係 ､ す

なわち格関係を表す ｡ 以下 ､ 各々 の助詞 に つ い て 用例を示 しな が ら見 て い く こ と に する ｡

(1) [ 9 a] ｢ が+ ( 主格)

｢ ガ+ は動作 ･ 作用 を行な う主体､ ま た は性質 ･ 状態 ( 情態) を有す る主体を表す ｡ い

わ ゆる主格を表す｡ [ 9 a] は基本的に は人称代名詞 ､

親族語嚢､ あ る い は人名な ど に後接す る ｡

( 承ける形式)

( a)体言

･ ?j a = 旦隻 ?it～u m i

( あな た が 行く か)

･

g a s a g a s a ii ? u t u 旦堅 S g t a n

( ガサ ガ サ し て 音 が した)

(b)準体助詞 ･ 副助詞

･ k o = i S i 旦隻 W a S S a n d o 二

( 買う の が 悪い よ)

-
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｡ k o = r a n ii

( 買わ な い

｡ ki = o k a i

( 木 に

( 後援す る形式)

( a)体言

●
m id 5i 旦旦

( 水 が

皇室 m a!i r o =

の が よ い よ)

t u i n u !i : b a k a =c) 壁 ? a s s a ニ

鳥 の 巣 ば かり が あ る よ)

k o = r i m ai n

氷 な る)

(b)活用語 の 準体形 ･ 終止形 ･ 接続形

･
w a ニ 旦旦 ?iti

■
甘 s a

( 私 が 行く さ)

･ ? a ri 旦旦 ?itS u n d o 二

( あれ が 行く よ)

･ ? a m m a = 旦旦 ? n d 3ik u = w a n ri

( お婆さ ん が 行 っ て来い と

?it～o 二t a n

言 っ て い た)

(2) [ n u] ｢ が+ ( 主格)

[ n u] は古語 の ｢ の+ に対応する もの で ､ [ 9 a] と同様､ 動作 ･ 作用を行なう主体ま た は

性質 ･ 状態 (情態) を有する主体を 表す｡ 文法的に は主格を表す こ と に なる . [ n u] は [ g a]

と異 なり ､ 基本的に は ｢ 場所+ を表 す代名詞 や普通名詞及 び体言相当 の も の な ど に 後接

する ｡

( 承ける形式)

(a)体言

? a m i Lu 約ti m it～e ニ

( 雨 が 降 っ て 道 は

･ ‡in a m u n 竺竺 j a s s a r u

( 品物 が 安い 処

( 後接する形式)

( a)活用語の 接続形 ･ 連体形

k a = r a n a t o = n

川 な っ て い る)

帖k um a !〕k a i ? a t～i m a 血

に 集ま る)

? a mi 竺竺 申g ti m iti e ニ

( 雨 が 降 っ て 道 は

k a = r a n a t o = n

川 な っ て い る)

･ i i n a m u n Lu j a s s a r u tg k u m a 9 k ai ? atii m ai n

( 品物 が 安い 処 に 集まる)

また､ 上記に 示 した格助詞 [9 a] [ n u] の 両方を許容する例があ る｡ 以下 に示す｡

●

w at a 竺竺 】a m u S S a :

j担

( 腹 が 痛い さ)
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o G皇s a n u j a ri

( 足

o

〕a m a

L a

が 痛
'

( て

n e = h a b u

? a k k a r a n

歩 けな い)

(山 に は - ブ

｡ d 5i n n u r att e 二n

n u W u n

9 ia

が 居 る

? a n

d o 二

よ)

旦隻

( 金 が 沢山 ある)

｡ ? a m i 三些 r att e = n 申u i n r o =

旦隻

( 雨 が 沢 山 降る よ)

･ ki = n u k a rit o = s s a =

豊里

(木 が 枯れ て い る さ)

o
n a m a = i i9 u t u 聖 r a tt e ニn ? a n

豊里

( 今 は 仕事 が 沢山 ある)

･ ? w a ニ t u Gi = d 5 a = 望 W u n d o 二

旦旦

( 豚 と 山羊 が 居 る よ)

こ の ように 前島方言 の [ n u] は格助詞 と し て主格の 用法が あ る ｡ Ⅵ 連 体助詞 の 項で 後 述す

る が ､ [ 9 a] に は格助詞 と し て の主格用法以外に 連体助詞 と して 連体修飾の職能もあ る ｡ こ

れが 琉球方言全体に 見 られ る大 きな特徴で あり､ 共通語 の そ れ と は異 な る ｡

(3) [ 9 a] ｢ に+ ( 目的)

動詞 の 連用形 に 後接 して ､ 述語 の 表す動作の 目的を表す｡

( 承 ける形式)

活用語 の連用形

･j a =～e = k o = i

( 野菜 買い

･ ? u m i k ai

( 海 に

(後接する形式)

活用語の 終止形

･ b a r u k ai

( 畑 に

9ia ? iti u 瓜

に 行く)

? a !i bi 旦隻 ?it‡u n

遊 び に 行く)

? m m u 如i 旦旦 ?iti u n

芋 堀 に 行く)
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(4) [つk a i/ k ai] ｢ に+ ( 方向)

動作 ｡ 作用 の 帰着する 目標を表す ｡

( 承ける形式)

( a)体言

｡ ? uj a o k ai d 5i n ? u k u i n

( 親 に 金 送 る)

o

w a k a s a r u t u k e = ? uj a

( 若 い 時 は 親 に

｡ ?i n n 〔) k a i k u = r a tti

9 k ai k u n tS皇k a : tti

こ き使われ て)

(犬 に 喰わ れて)

o
m id 3 i o k ai ? m b u rit a la

( 水 に 溺れ た)

｡ k u n n k w a =! e : m i = = i 9 k ai w a ki= n

( こ の 菓子 は 三 つ に
'
分ける)

(b)副助詞

o k u n u k u t o = ?j a ニ b a k a = 9 k a i

( こ の こ と は あな た ばかり

n a r a = s u n

に 教え る)

? a m m a ニ j a ? ar i b a k a = 9 k ai ii m i : a

( お母 さん は あれ ばか り に さ せ る)

o k u r e = ?j a = n a k a = n u 9 k a i h a n a!i s u n d o 二

( こ れ は あなた だ けに 話 する よ)

(後接する形式)

( a)活用語の 接続形 ｡ 命令形 ｡ 終止形

｡ ? w i = 9 k ai ? u t～o = k e =

( 上 に 置い て おけ)

･

k u m a

( こ こ

●
n a m l

( 波

(b)体言

9 k ai k u ニw a

に 来い)

o k ai n a g a s a tt a n

に 流さ れ た)

･ ki = . つk ai t ui n u ～i = b a k a = 9 g a ･? a s s a =

( 木 に
'
鳥 の 巣 ばか り が ある さ)

● h a r u 9 k ai ? o = 申a w iニn

( 畑 に 青葉 植え る)

動作 ･ 作用の 帰着す る目標を表す [9 k a i] は ｢ - ( に) 向か い+ [ m u k ai] か らの 変化で あ

るo m u k a i> m k a i> 9 k a i が考え られるが ､ さ らに [k ai] の 形も観察で きる.

-
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｡ ? a r e 二

( あれ は

｡
s u i k ai

( 首里

ti a = ? u m i 車重

い っ も 海 に

?its u p

に 行く)

r u ?itS u n d o 二

ぞ 行く よ)

･ ? u m i 車重 ?it! u n

( 海 に 行く)

以上 に示 した以外に も多く の 用例が収集で き たの で 以下に示 して おく 0

･
w a r a b e =

( 子供は

●

J a m at u

( 大和

]
'

a = 9 k ai w u n d o 二

家 に 居 る よ)

9 k ai ? itS u n

に 行く)

. k u n d 3 a n ] am b a r u

( 国頭 山原 に

･ k w a ニ; e = m u r 11

( 菓子 は み な

･ ? in 1 1 こ)k ai ti =

9 k ai ? it‡u n

行く)

tti u 9 k ai k w it a n

人 に あげた)

k u = r a tt a n

( 犬 に 手 噛ま れた)

? a m i 9 k a i n r it a n

( 雨 に 濡れ た)

･ k u n u k k w a =

( こ の 子供 は
-

▼
●
w a tt a = J a

-

J a

? uj a こ) k ai n it! o ニn

親 に 似 て い る)

? u m i 9 k a i t～主k a s a n

( 私達 家 は 海 に 近 い)

･ ? u s u r e =

( 香典

･ ii 9 u t O =

( 仕事 は

j a ? a n u tt～u 9 k a i ? a d 5 iki = n

は あ の 人 に 預 ける)

j attS i = t u ? u tt 11 つk a i ii m i = n

･ h a k u n u

(箱 の

･ ? m = m e :

兄 と 弟 に さ せ る)

n a = k a つk a i ? iri = n

中 に 入 れる)

J a m a n n a k a

( お姿さ ん は 真ん中

･

ti: 9 k a i k id 5 i ti皇k i = n

9 k ai jii i = n

に 坐 らせ る)

(手 に 傷 付ける)

･ h a r u 9 k a i j a =! e ニ ? ui = n

( 畑 古手 野菜 植え る)

･
n i = k e = 9 k ai n u b u ね

( 二 階 に･ 登 る
'
)

-
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｡
m a tS i9 W a =

( 市場 に

･ ? u m i t u

( 梅 と

ロk a i ?i! u 瓜

行く)

h a r u 9 k ai ? itS u n

畑 に 行く)

(5) [ n i] ｢ に+ ( 帰着点)

[ n i] は本質的に は動作 ｡ 作用 の帰着する と こ ろを表すo そ れが 文脈 に より､ 帰着点をも

含めて 種々 の 意味を表すよう に な る ｡

( 承ける形式)

体言

● ? u m i 垣 ? it‡u n

( 海 に 行く)

● k u n d 5 a n j a m b a r u 空室 ? it～u n

( 国頭 山原 に 行く)
' d o lm d 5i * ? u ki = n

( 六時 に 起きる)
' ? a n u w a r a b e = ? i s a * n a t a n

( あの 子供 は 医者 に な っ た)

( 後援する形式)

活用語の 未然形 ･ 接続形 ･ 終止形
. ? a m m a ･ = * n ur a =tt a Ln

( お母さ ん に 怒 られ た)
● k a d 5i 帖ti a = 垣 G i =t u b a s a tt a n

( 台風 に

I ? ati i m ai

( 集まり

●

9 u 皿 a = s o =i

( 小さ い時

飛 ばさ れた)

垣 tt! i n ? a r e 二

に 来て も あれ は

1i ? u b it a Ja

に 覚 え た)

h e = k u k e =i n

早く 帰る)

(6) [ - ] ｢ を+ ( 目的)

目的格 はゼ ロ で 表示さ れ る o い わゆ る共通語 の ｢ を+ に あ た る形式 は見出せ な い ｡ 形と

して 表さ なくて も､ 目的格の 関係 は自明な の で ある｡
･ ?j u = k o = t a n

( 魚 買 っ た)

･ ? m a g a 9 k ai d 5 i9 g w a = k w it a n

( 孫 に 小遣 い あ げた)
●
w u ニn s a ニn i k i = tS i = n

( 斧 で 木 切る)

'
m u n u k a m u n

( ご飯 食 べ る)
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｡ ?i n u 9 k a i ti ニ k u = r a tt a n

( 犬 に 手 噛まれ た)

｡ ti : o k a i kid 5i t‡主k i = n

( 手 に 傷 付け る)

｡ ?j a = ] a t a = k a m e = t o = g a

( あ なた は 碓 探 して い る か)

(7) [t u] ｢ と+ (共同の 相手)

[t u] は動作 ｡ 作用 の 相手 ｡ 共同者 ､ 比較の 対象な どと の 関係 を表す｡

( 承ける形式)

(a)体言 (動作 ｡ 作用 の 相手 ･ 共同者)

｡
s ui k ai

( 首里 に

･

o k ai i Lu

( 昔 と

(b)副助詞

? uj a t u m a n d 5 u n ? n d 5 a n

親 と 一

緒 に 行 っ た)

ti ig ati m ur u ? u tS主k a w a t o ニn

違 っ て み な 変わ っ て い る)

o k u n u ? m m a 9 a = t a m m e = b a k a = n t u ? a i ib u n

( こ の 孫 は

( 後接 する形式)

活用語の 終止形

･ d u! i9 W a = 辿

( 友達 と

｡ ? u ii = m i = n e :

( 清明祭 に は

お爺 さ ん ば か り と 遊 ぶ)

? ai ib 血

遊 ぶ)

w a r a b i t u ? m m a 9 a n u ti a = 迦 j a r a ti a n

子 供 と 孫連 と 行かせ た)

(8) [ ri] ｢キ+ (引用)

琉球方言で は ｢ 動作 ･ 作用 ･ 状態 な どの 内容+ は [ ri] で 表され る｡

( 承ける形式)

( a)活用語 の終止形

● ? a ri g a ?it～un 王室 ?i = t a n d o 二

( あれ が 行く と 言 っ て い た よ)

(b)体言

･ t‡i r u t‡a n 旦主 ?i = r u n a = r u j a m d o 二

( 鶴ち ゃ ん と 言う 名前 ぞ で ある よ)

前島方言で は音韻上/ r / と / a / は自由交替の 関係に あ るが こ こ で は具体音声と.し て [ ri]

と [d i] とを区別 して 記述 して おく ｡

(後接する形式)

活用語の 終止形 ･ 接続形 ･ d u の 結 び

･ k u r e : m a = s a n d i I? u m u i n

( こ れ は 美味しい と 思 う)

-
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○ ? a r i g a ? itS un 三重

( あれ が 行く と

｡ t!i r u t‡a n 些 ? i ニr u

( 鶴ち ゃ ん と 言う

? i = t a n d o 二

言 っ て い た よ)

n a ニ r u J a m d o 二

名前 ぞ で ある よ)

(9) [ k a r a] ｢ か ら+ ( 起点)

[k a r a] は本質的に は動作 ｡ 作用の 起点を表すo それ が文脈 に よ っ て ､ 次の よう に 起点
も含め て ､ 種々 の 意味を表すよう に なる ｡

(承ける形式)

(a)副助詞 ｡ 準体助詞 ｡ 格助詞

｡ k a 9 k o = n i n d 5 o = J a m a t u b a k a ニ9

( 観光客は 大和 ばかり か ら

｡ k at‡甘 !圭 k a r a h a d 5i m i r e =

( 書く こと か ら 始 め ろ)

?it～i n i k a r a ?i 如 = n a ニ

( 行く時 に

｡ ? a n lユ tti o ニ

( あの 人

(b)体言

｡ k皇s a ニ k u m a

か ら 変

w a k a s a i

は 若い 時

j a t a n

だ っ た)

n i k a r a

に か ら

k a r a t u =i n d o 二

( 汽車は こ こ か ら 通 る
▼

o
m u n O ▲

( もの は

o

w a n n e =

( 私 は

｡
w a r a b e =

( 子供は

●

J a m a t lユ

( 大和

｡ t a m m e ニ

?j a = k a r a s a t! i

あな た から 先

? a s 乱 k a r a ョu r u

朝 か ら 夜

d n ニ k a r a

体 か ら

9 k ai 如 n i

k a r a t! u = n

来る)

k a w at o =t a Ln

変 わ っ て い た)

よ)

n ati k a m e :

な っ て 食 べ ろ)

m ar i h a t a r a七‡u n

ま で 働く)

b a n a s u n a J O -
●

▼

放すな よ)

k a r a ?it‡u 瓜

に 舟 か ら 行く)

h a : m 乱 k a r a

( お爺さん は 浜 か ら

･ b o =! i 9 k a n d a 9 9 u t u

( 帽子 も

･ k u n u t‡i n o =

( こ の 着物

(後接する形式)

( a)係助詞

被らな い で

j a = k a r a

? atりo 二t a n

歩い て い た)

帖 k a k a r a

外 か ら

t‡ij a ニ

? atti o = s 乱

歩い て い る さ)

は 家 か ら 着る もの)

o

s a k e ニ k u m i k a r a r u tS 軸 u in d o 二

( 酒 は 米 か ら ぞ 作る よ)

-
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｡
w a r a b i m m a g i = n a3 a = n i

( 子供 も 大きく な っ て

(b)活用語 の 接続形 ｡ 終止形 ｡ 連用形

｡

軸 k a k a r a

( 外 か ら

? u r 且 k a r a

( 裏 か ら

? o =j e = ! i

( 喧嘩 して

? nj a k a r a

( 親 か ら

(c)体言

･ b a r u k a i

(畑 に

･ ? u 柑ttS u

k e = ti t～i = n e ニ

帰 っ て 来た ら

? it H 主 k u = w a

入 っ て 来 い)

? u n n l〔) k a r a

? uj a k a r a

親 か ら も

n h a n a rit o = n

離れて い る)

ti ニ t u G 皇s a k a r a ? a r a r e =

手 と 足 か ら 洗 え)

k u ニn s a ニ

そ の 時 か ら 来な い さ)

n = d 5 i n e = n a m a w a r a b i

見 れば ま だ 子供)

? n d 3 i k a r a

行 っ て か ら

k a r a w a r a bi

( 大人 か ら 子供 ま で

●

9 u m a = k a r a

k a t a b a r u 9 k ai ? it! u n

海 塩 田 に 行く)

m a r l m n r lユ

皆 集ま る)

? o =)
'

e = 9 a h a d 5 i m a i n

( 些細な こ と か ら 喧嘩 が 始ま る)

(1 0) [s a = n i] ｢ で+ ( 手段 ･ 方法)

[ s a = n i] は手段 ･ 方法 を表す ｡

( 承 ける形式)

体言

● ki = g a k a d 5i s a = n i t o = ri = n

( 木 が 風 で 倒れる)
● 領巾ri s a = n i k a t‡u n

( 筆 で 音く)

( 後接する形式)

( a)係助詞

･ ti ニ s a = ni r u

( 手 で ぞ

(b)活用語の 終止形

･
s a k e : k u m i

( 酒は ･ 米

( c)体言

k a = m i j a t§主k u i ru

瓶 は 作るの だ)

s a = n i ti 甘k ui n

で 作る)

●
w u n t u n u k u d 5 i ri s a = n i ki ニ t‡i = n

( 斧 と 鋸 で 木 切る)

(l l) [! i] ｢ で+ ( 手段 ･ 方法)

[!i] は手段 ･ 方法 を表す ｡

-
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( 承ける形式)

準体助詞 ｡ 副助詞

｡ ? a i ‡基 ! i

( あ る の

･ ti = b a k a = n

( 手 ばか り

(後接する形式)

t!真k uin

で 作る)

‡i r u t～皇kn in d o 二

で ぞ 作る ぞ)

活用語の 終止形 ･ 命令形

･ k
'

w e = n u ? a t ai j a ru ニ ! i m ai n

( 食 べ る の く らい は 自分 で で きる)

(12) [ ? u ti] ｢ で+ ( 場所)

琉球方言で は ｢手段 ･ 方法+ な どを表す助詞 と ｢ 動作 ･ 作用の 行 なわ れ る場所+ を表す
助詞は､ 各々 異な る語形で表れ る o 動作 ･ 作用の 行な われる場所 は [ ? u ti] で表さ れる ｡
( 承ける形式)

( a)体言

? u m i ? uti ? i ニd 5 u n
≦

( 海 で 泳ぐ)

( 後接する形式)

(b)活用語 の 終止形

o

9 u m a S ai n e = k a = r a

( 小さ い時に は 川

? u乞i ? a～i r a h

で 遊 ん だ)

(13) [j a k a =] ｢ より+ ( 比較対照 の基準)

(承ける形式)

体言

･
n a t! i j a k a = 申uj o = m a!i

( 夏 より 冬は よ い)
･ i主i i j a k a =

( 肉 より

? a rュ j a k a ニ

? ij o = t a k a s a n

魚は 高い)

( あれ よりか

(後接する形式)

( a)体言

● k u n u k 甘s a =

( こ の 草は

?j a = g a ? it‡甘‡i g a m a～i

あな た が 行く の が よい)

? u m a j a k a = G i = d 3 a =

馬 よりか 山羊 が

(b)活用語の連用形 ･ 接続形
●
n atS 甘‡i j a k a ニ w a r aii e = m a! i

( 泣く の よりか 笑うの は よ い)

g a j u = k a m u n

よく 食 べ る)
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｡ ? n d 5 a r u もa = j a k a = ? a r it o = s s a =

( 行 っ た 時 より 荒れ て い る さ)

Ⅳ 副 助 詞

副助詞 と して は次の よう なもの が認 め られる ｡

(1) [ b a k a = n ] ｢ ばか り+ ( 限定)

( 2) [ m a ri] ｢ ま で+ ( 到達点)

(3) [ n d e =] ｢ な ど+ ( 例示)

(4) [ ? a t ai] ｢ く らい+ ( 程度)

(5) [ n a :] ｢ ず つ+ ( 等量 の 数量 ｡ 割合 ｡ 分割)､

(6) [ n tS o = n ] ｢ さ え+ ( 特殊な場合の 例示)

(7) [j atin ] ｢ で も+ (例示)

(8) [ ? u s s a] ｢ だ け+ ( 範囲の 限定)

(9) [～皇k a] ｢ しか+ ( 限定)

(1) [ b a k a = n ] ｢ ばか り+

体言､ 格助詞 ､ 準体助詞 な ど に つ い て 次の よう に 用 い られ る｡

( 承け る形式)

(a)体言また は体言 に準ず る語

｡ ? a m i b a k a = n 柑t o = n

( 雨 ばか り 降 っ て い る)

｡
s a 汝i b a k a = n n u m u 瓜

( 酒 ばか り 飲む)

? a n n w a r a b e :

( あの 子供 は

? i= ir i b a k a = n

( 一 里 ばか り

･ ki = 9 k ai t u i

s u m u t! i b a k a = n j u r o = s a =

書物 ばか り 読 ん で い る さ)

? a ttS a s s a =

歩い た さ)

n u i i ニ b a k a =
J

n r u ? a s s a =

( 木 に 鳥 の 巣 ばか り ぞ あ る さ)

(b)格助詞 ･ 準体助詞

･
w a n n e = ? o b a ニ t u b a k a ニn

( 私は お婆さ ん と ばかり

･ = 主k ai ‡i b a k a ニ m m u t e 二

( 使う もの ばか り 持て ば

(後接する形式)

(a)格助詞 ･ 係助詞 ･ 連体助詞

? aiib u 瓜

遊ぶ)

～i m e = s a n辛

い い で し ょ う)

･
w a n n e = ? o b a = b a k a ニ n t u ? ai ib u 且

( 私は お婆さ ん ばか り と 遊ぶ)

-
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o
n u k u i r u m u n o = m aj a = b a k a ニo 9 a k w a i n

( 残 る もの は 猫 ばかり が 喰う)

? u tt 11 n u ti a = b a k a = n d u w u n d o :

( 弟達 ば かり ぞ 居る ぞ)
｡ k a t a tii b a k a = n n u ? uj u w e = s a n

( 形 ばか り の お祝い した)

(b)体言

･j a : n u k u t u b a k a : a

( 家 の こと ばか り

(c)活用語 の 終止形 由 接続助詞

｡ ? a n u ?iki9 a ニ w a m

( あの 男 は 私

◎
s a o 9 0 = b a k a = n

( 三合 ばかり

｡
s a 汝i b a k a : n

( 酒 ばかり

‡i w a s n n d o 二

心配 する よ)

b a k a ニn n ニt5 o = n

ばか り 見て い る)

? n ti k w i r e =

売 っ て く れ)

n u r e : n a r a n d o 二

飲ん では な らな い よ)

(2) [ m a ri] ｢ ま で+

体言､ 代名詞 ､ 格助詞､ 活用語な どに後接して 次 の よう に用 い られ る0

( 承け･る形式)

(a)体言

･ ?j a = k w i = J a

( あ なた 声 は

.
m e = d 5i m a k a r a

( 前島 か ら 泊

h a r u m a ri t!皇k a ri = n

畑 ま で 聞 こ え る)

t um ai m a ri mi t! e = G i r u k u m a i n

ま で 道 は 広く な る)

? a m i n u 帖t o =t a iig a k a d 5 i m a ri 約ti o = n

( 雨 が 降 っ て い た けれども 風 ま で 吹い て い る)

(b)格助詞

●
n ais o j at a !i9 a

( 内緒 で あ っ た

(c)活用語 の 連体形
● ?j a = 9 a

( あな た

●

w a = 9 a

( 私 が

(後接する形式)

(a)係助詞

●

w a = 9 a

( 私 が

? uj a ni m a ri ?it! o ニn

けれ ど 親 に まで 言 っ て い る)

k ati u r u m a r e = m a tt! o ニtS u n

が 書く まで は 待 っ て おく)

?itS u r u m a rl n ? ik a 9 k e = n di t u mi = n

行く の まで も 行くな と 止 め る)

? it! u r u m a ri n ?ik a 9 k e = n di､ t u m i = n

行くの まで も 行く な と 止 め る)

-
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｡
n in t o = r u w a r a bi m a r i n s o ニti ? iti u n d o 二

( 眠 っ て い る

｡ k u r un a 9 k a i

( 車 に 犬

(b)活用語

?j a = m a r e =

子供 ま で も 連れ て 行く よ)

? i m m a r i n n u S i = n d o 二

ま で も 乗せ る ぞ)

? ik a 9 k e =

( あな た ま で は 行く な)

?j a ニ m a ri ?iti un n a =

( あな た ま で 行く の か)

[ m a ri] が助詞 の [j a] ( は) に 接す る と [j] が 脱落 し ､ [ i] と [ a] 母 音が融合し

[ m a r e =] と な る｡

･
w a r a b i 9 k a i s a k i m a r e = n u m a s a つk e =

( 子供 に 酒 ま で は 飲ま さ な い で おけ)

?j a = m a r e = ? ik a 9 k e =

( あな た ま で は 行くな)

? n = g u t u m a r e : s a m ti n

( こ の ように まで は し なく

～i m e = s a n i

て も い い で し ょ う)

(3) [ n d e =] ｢ な ど+

体言､ 格助詞 な どに つ い て ､ ある事物を そ れだ け に 限定せ ず ､ 例 え ば と い っ た気持ちで

例示的に 示す ｡

( 承ける形式)

( a)体言

･ t a b a k u

( 煙草

(b)格助詞

●

▼
■

▼

n d e = 約 k u n a J O
一 〕a -

な ど 噴く な よ ね)

･ ? a r上 9 a

( あれ が

(後接する形式)

n d e = d 5 o = i

な ど 絶対

? i汝a n d o 二

い か な い よ)

( a)活用語の 未然形 ･ 連用形 ･ 命令形

･ d a k u g a ki ムd e = s a 9 k e =

( 落書 な ど す る な)

･
w a r a b i n u s a kュ n d e = k o = i n e =

( 子供 が 酒 な ど 買 っ て は

･ ti a = n d e = n u m e =

n a r a n ･ d o 二

な らな い ぞ)

(茶 な ど 飲 め)

(b)体言

･ Sib aj a n d e = ru = tS
'
ui ? ik a r i = n

( 芝居 な ど
,

自分 一

人 ` 行ける)
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(4) [ ? a t a i] ｢ く らい+

代名詞 に後接して ､ おお よそ の 程度を表す｡

( 承ける形式)

代名詞

? a n u ? a t a i

( あの くらい

(5) [ n a =] ｢ ず つ+

] a r e = w a = g a n n a i n

で あれ ば 私 が も で きる)

副助詞 ､ 活用語､ 体言に 後接して 等量 の 数量 ･ 割合 ･ 分割な どを表す0

( 承ける形式)

(a)副助詞

｡ k u r e = H a s s a b a k a = n

( こ れ は いく ら ばかり

(b)副詞

● k u n t e n 空室三

(少し ずっ

･ ? u * ig w a =

( 少し ず つ

(c)体言

n a = s u g a

ず っ する か)

k aj a =i e ニ

運 ベ)

n a = j a tiつ k a 9 g e = ti k w i r e =

で あ っ て も 考え て く れ)

? ik 甘tii n a =

( いく つ ずつ

･ k u n u k w 乱=! e =

( こ の 菓子 は

( 後接する形式)

( a)格助詞

･ k u n u k w a =i e =

( こ の 菓子 は

9 k a i w a k i = g a

に 分 ける か)

ti a s s a 聖隻工 w a ki = 9 a

い く つ ず つ 分ける か)

? ik 甘t～i n a = n i w a k i= 9 a

いく っ ずっ に 分ける か)

?ik g tii n a = 9 k ai w a ki = 9 a

( い く つ ず つ に 分ける か)

･ ti a p p i n a =

( どれく らい

･
m i : tii n a =

( 三 つ ず つ

(b)活用語 の 準体形

･

k u r e = ti a s s a

t g k e = t a g a

ず つ と 変え た か)

t g k e = t a n

と 変え た)

b a k a = n

( こ れ は いく ら ばかり

･

k u n u k w a =S e = tS a s s a

( こ の 菓子 は いく つ

n a･= s u g a

ず つ する か)

虹 w a k i = g a

ずつ 分 ける か)

-
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(6) [ n t‡o ニn / n t‡o n ] ｢ さ え+

[ n ti o = n ] は体言 ､ 格助詞 な どに 後接し て次の ように 用 い られ る ｡ な お長音が 短縮さ れ

[ n ti o n ] に な る場合もある ｡

( 承 ける形式)

( a)体言

｡ t! a ニ n t5 o = n n u m a ミ〕 9 u t 11 ? iti u t a n

( 茶 さ え 飲まず 行 っ た)

? a r e 二 d 3 i = n tS o = 9 k a k a n

( あれ は 字 さ え 書か な い)

(b)格助詞

｡

ji n a 9 u n u n t‡0 = n n a i r lユ m u n n tl

( 女 が さ え で き る の に 男

｡ k u r e = m aj a = g a n ti o 亡) k w a = n

jik i9 a n u n a r a n t‡i ? a i m n a

が で きな い っ て あ る か)

( こ れ は 猫 が さ え 喰わな い)

? an u tt‡o = t‡基k a k u o k a i n t! o = n ? a ttS e = ? ik a n

( あの 人 は 近く･ に さ え 歩い て 行 か な い)

( 後接する形式)

活用語 の 終止形 ｡ 連用形 ｡ 未然形 ｡ 接続形 ｡ 命令形 ｡ 条件形

･ ? a r e = m e = n a tSi j a ニ

( こ れ は 毎 日 家 に

･
w a = 9 a n ti o n m a i n

( 私 が さ え

･ k u ri n tS o = n

( こ れ さ え

｡ t e r e bi n = o n

出来 る
▼

W u l n e 一

9 k a i n tS o = n w u r a n

さ え 居 な い)

d o 二

ぞ)

t a‡ik a i s a

居れば 助か る さ)

n = d a n d o 二

( テ レ ビ さ え 見な い ぞ)

･ d 5 i = n tS o : 9 k a tS e = n e = n

( 字 さ え 書 い て い な い)

･ k a r a d 5 i = n t‡o = n j u = r e =

( 髪の 毛 さえ 結え)

･
n ik u nt～o ニn r li= r e = ‡i m u n t e =

( 肉 さ え 煮れば い い よ)

(7) [j ati n ] ｢ で も+

(承 ける形式)

( a)体言

･ tS a ニ 辿垂 ? u s a g ar e =

( 茶 で も お召 し上が り下 さ い)

-
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o
w a n n e = J a = コa m b a r u

( 私 は ね 山原 で も

(b)格助詞

]
'

a ti n ?ik a ri n d o :

行 かれ る ぞ)

｡ k u n u i i9 u t n j a r e = w a ニ 9 a j a ti n m ai n d o 二

( こ の 仕事 で あれ ば 私 が で も 出来る ぞ)
o

J a m b a r u k ai j a ti n ?ik a ri n d o 二

( 山原 に で も 行か れる ぞ)

(後接する形式)

活用語の 未然形 ｡ 終止形

｡
w a r a bi

( 子供

｡ k lユn u

( こ の

(8) [ ? u s s a]

J a ti n ? ik a ri ニn d o 二

で も 行か れ る ぞ)

! i9 n t u j a r e : w a 二

仕事 で あれば 私

｢ だ け+

9 a j a ti n n
′
ai n d o 二

が で も 出来 る ぞ)

動作を そ れだ けに 限定する ｡

(承ける形式)

活用語 の連体形

o k a m u r u ? u s s a = d 5 in o = m u tti o = n

( 食 べ る だ けは 金 は 持 っ て い る)

( 後接する形式)

( a)活用語 の終止形

･ ti = 9 k a i

( 手 に

(b)体言

｡ k a m u r u

( 食 べ る

m u t a ri r u ? u s s a m u tS u n

持て る だけ 持っ)

? u s s a = d 5 i n o = m u tt‡o : a

だけ は 金は 持 っ て い る)

(9) [!皇k a] ｢ しか+

主体ある い は動作をそ れだけに 限定する ｡

( 承ける形式)

格助詞

●

w a = 9 a !皇k a

( 私 が しか

(後接する形式)

( a)活用語の 未然形

●

n id 5 i ri k a r a

n a r a n

出来な い)

!皇k a ? ik a r a n

( 右 か ら しか 行けな い)

-

37
-



Ⅴ 係 助 詞

係助詞 と して は次の ような もの が認 め られ るo

(1) [ 9 a] ｢ か+ ( 自問)

(2) [ r 11] ｢ ぞ+ ( 強調)

(3) [ r n n ] ｢ なん ぞ+

(4) [ n] ｢ も+ (事情の 類似 した もの が他に もある
こ と を言外に 示 しつ つ ､

･
あ る事柄を

取り立 て る)

(5) [j a] ｢ は+ (他と区別 して 取り立
て る)

係助詞 に は主 に 次の ような 3 つ の 職能が あ る ｡ ①文中
で 用 い られ､ 強調 ･ 疑 問 ･ 反語 な

ど の意味を表し､ こ れを承 けて 文を結ぶ 用言 に影響 を与
え る②文末に 用 い られ感動

･ 命 針

疑問卜 反語
･ 希望

･ 打消な どの 意味を表し､ 文 の 成立 を助け る働きをす る o ③係助
詞 は格

助詞 の代わりに格関係を表示す る た め に 用
い られ る こ とが あ るo 以下 具体的に 見て い く o

(1) [ 9 a] ｢ か+ ( 自問)

[9 a] は､ 格助詞､ 疑問詞 に後接 し自問
の 意味を表す ｡ [ 9 a] を承 けた文末は 卜 r a]

形 で 呼応関係 を示すo 琉球方言の多く で ､ 係り結び
の 用法 が見出せ る o

( 承 ける形式)

格助詞

･

】a m a t o
=

( 大和は

･ n u = n u

( 何 が

･ t a = 9 a

( 誰 が

? itS皇 k a r a 旦旦 G i
= k u n a i r a j a =

何時 か ら か 寒く な る の か ね)

墾 G ir u m a s a r a
n = tS o = s a

か 珍 しい の か 見 て い る さ)

艶 ti u r a s a r a
w a k a r a n

か きれい の か 分か らな い)

( 後接する形式)

活用語 の9 a の結び形

｡ t a = g a 9 E tSi m u g ur
i s a r a w a k a r a 瓜

( 誰 が か 可哀相な の か 分か らな
い)

･ d 5 i r u g a 豊里
? m b u s a r a = w a k a r a n

( どれ が か 重い の か 分か らな
い)

ま た格助詞 の代わり に格関係を表示する 用例が認
め られた o

･
n u = g a

( 何 か

･ d u = 王担

(胴 か

(2) [ r u] ｢ ぞ+

w u k a s a r a w a r a t o ニn

可笑しい の か 笑 っ て い る)

k 甘t‡皇s a r a j u k 甘t O = n

苦し い の か 休ん で い る)

(強調)

体言､ 代名詞､ 副助詞 ､ 格助詞な ど に後接 し､ 強調
の 意味を表すo [ r u] は [ r u

の

-

r u ( 逮

対形)] の 呼応関係を示すが ､ 破格の 用例も多く見出
せ る o

係助詞 の [9 a] と [ r u] は係り結び消滅の 問題 を考
え る 上 で 重要 な助詞 で あ る o 改めて
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機会を設け論じて 行く ｡

(承ける形式)

(a)体言

○ ?j a = J a k u r i 望

( あな た は こ れ

G ir n m a s a r u i

ぞ 珍し い の か)
･ t! in u = j a k a = tt‡u =

( 昨日 よりか 今 日

● ? a ri j a k a = kn r i 工望

( あれ よりか こ れ

(b)格助詞 ･ 副助詞

｡ 皿 u = t‡i =

( 鬼餅

｡
m u = t‡i =

( 鬼餅

n u G 主t! i

の 時季 に

n u G 皇t‡i

の 時季 に

･ k i = 9 k a i

( 木 に

(後接する形式)

望 ? a t!皇s a n d o 二

ぞ 暑 い ぞ)

t a k a s a n d o 二

ぞ 高 い ぞ)

n i Lu G i = s a ru

ぞ 寒い の だ)

n i 望 G i ニs a n d o 二

ぞ 寒 い ぞ)

t u i n u ii = b a k a = n 工竺 ? a s s a =

鳥 の 巣 ば かり ぞ あ る さ)

活用語の d u の 結び形 ･ 終止形 ･ 準体形

･ ? a r i 三竺 G i r u m a s a r u

( あれ ぞ 珍しい の だ)

･ t‡i n u = j a k a = t‡u =l u - r u

今日 ぞ(昨日 よりか

(3)

? at!真s a r u m u m n a =

暑 い もの を な)
● k u ri j a k a = ? a ri r u t a k a s a n d o 二

( あれ よりか

?j a = ] a k u ri

( あな た
`

は

[ r n n ] ｢ なん ぞ+

これ ぞ 高い ぞ)

工望 G ir u m a s a m i

これ ぞ 珍 しい の か)

体言､ 活用語 に後接し､ 取り立 て の 意味を表す ｡

( 承ける形式)

(a)体言

●

j u : 9 W a = r u n n um i n e =
l

( お湯 なん ぞ 飲め ば

(b)活用語

▼
■

n O ▲ 1 S a

治る さ)

●

j a ttS i ニ j ati n w ui r u n ! e = ii m n ～i9 a j a =

( 見 で も 居 なん ぞ すれ ば よ い けど ね)

( 後接する形式)

活用語 の連用形 ･ 条件形
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｡ d 5 i = n 19 k a t～i j u = s u r e = j a =

( 字 なん ぞ 書き きれ れ ば な)

?j a = g a k a ti i ril n 与e = t a§皇k a i s a

( あな た が 書き なん ぞ す れ ば 助か る さ)

(4) [ n] ｢ も+ ( 取り立 て る ｡)

体言､ 準体助詞 ､ 格助詞 ､ 活用語 な ど に後接し ､ 取 り立 て る ｡

( 承ける形式)

(a)体言

｡ ? a m i
_

n 約 t o = ‡i9 a

( 雨 も 降 っ て い る

｡ h a n a 望 S a t‡0 = n

( 花 も 咲い て い る)

(b) 格助詞 ･ 準体助詞

k a d 5 i 空 中g t§o ニn

けれ ど 風 も 吹 い て い る)

･ ? u p p e = w a r a b i n u
_

n

( こ れく ら い は 子供 が

｡ t u i n u 亡) k w a i n

( 鳥 が も 喰う)

･ k a t! 甘 与i 聖

( 書く もの

( c)活用語 の接続形

･ ? a t!i m a i n i

( 集まり に

(後接す る形式)

w a k ai n d o 二

も 分 か る ぞ)

w a k a r a n

も 分か らな い)

ttii 聖 ? a r e = h e = k u k e =i n

釆 て も あれ は 早く 帰 る)

活用語 の 終止形.
･ 接続形

●
w a = g a 空

(私 が も

●
w a n j a k a

( 私 より

n a l n

出来る)

申甘k a : t a ニ

ほか は 誰

n W u r a n

も 居な い)

(5)

･

w a ki = r u

( 分ける

･ ? a m i n u

( 雨 が

[j a] ｢ は+

k 馴 u 聖 n ai n

こ と も 出来る)

M t!皇k a
_

n t～id 5 itS o = s s a ニ

二 日 も 続い て い る さ)

(他と区別 して取 り立 て る)

( 承ける形式)

( a)格助飼

･ ? a r h a O k ai ま隻
? a r a っ k um a 9 k ai r u w u r u

( あそ こ に は で な い こ こ に ぞ 居の だ)
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? w a tt a = J a -

●
▼

( 私達 の 家

O k ai ま隻 n e = n

に は な い)
｡
w a n n e ニ ? a m 乱

( 私は あそ こ

B ? a m a k ai La

( あそ こ に は

k ai La ? u t u r u s a

に は 恐 ろ しい

? a t‡a = ?ik e ニ

明 日 行け)

｡ ti9 k a r a J a t u i n u r u t u b ur u

( 空 か ら は

(b)体言

. d e = @ t a k a k u

(代金 は 高く

n u ?i汝a n d o 二

の で 行 か ない ぞ)

鳥 が ぞ 飛 ぶ の だ)

●
▼

n a t o = n J a -

な っ て い る ね)
｡ t‡u = La G iニk o =

( 今 日 は 寒く

砂 ?j a = 担 k u ri ru

( あな た は これ

n e = 見

な い)

G i r u m a s a m i

ぞ 珍しい か)
｡

h a d 5 ik a s a r u b a = 担 ? a k a = n a i n

( 恥ずか しい 場合 は 赤く なる)

(後接する形式)

活用語の 準体形 ｡ 連用形 ･ 終止形
o

j u ニr i= 担

( 幽芸 は

- ?j a = 担

( あな た

? n t u r u s a m i

恐 ろ しい か)

k 甘t!皇s a m i

は 苦し い か)
o ti u = La ? at‡主s a g i s a n j a ニ

( 今日 は 著 そう ね)
｡

t! u = iia ? a t～基s a n

( 今日 は 暑い)

また [j a] ( は) に は前の 語の [i] と融合し [ e =] に な る用例がある ｡
･ ? u r e : m a : k o = n e = n

( これ は 美味しく な い)
･ ? a r e 二 ? m b u s a g is a n J a -

●

▼

( あれは 重 そう ね)
● ? u r 吐 g a s s a r u ni m u t～i j a s s a 二

( これ は 軽い 荷物 で ある さ)
●

k u I 旦 m u tS基k a s a 9 is a n j a =

( こ れ は 難し そう ね)
･ ? u r e = ? ut u r u s a s s a =

'

( これ は 恐ろ しい さ)

-
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｡ ? a tSi m ai n i ti i n ? ar 9 i h e = k u k e = i n

( 集まり に 釆 て も あれ は 早く 帰 る)

ま た､ 前 の 語が ト a] の場岳は [j] が脱落し､ [ a =] と な る ｡
｡ k un 至工 ? u t ur u Si = t g k un a r o = ･

( こ こ は 恐 ろ しい 処 だ)

さ らに ､ 前の語 が [ -

u] の 場合 は [j]

･ ? a n u ttS o = ? tltt u n u g u t u

( あの 人 は 弟 の よう に

が 脱落し､ [ o =] とな る ｡

! i n = tS o = n

して 見 て い る)

Ⅵ 連体助詞

連体助詞 と して は ､ 次の よう な もの が認 め られる ｡

(1) [ 9 a] ｢ の+ ( 連体修飾)

(2) [ n u] ｢ の+ ( 連体修飾)

両助詞 と も体言と体言を修飾 と被修飾の 関係 で 結び付 ける こ とを本質的な職能とする ｡

(1) [ g a] ｢ の+ ( 連体修飾)

[9 a] は格助詞 の [ 9 a] と 同様､ 人称代名詞 や体言 の 中で も人名 な どに 後接 し ､ そ れを

後続の体言 に結び付ける｡ 意味上 は所有 ･ 所属 関係 を表す場合が多い 0

( 承 ける形式)

体言

･ ? u n d 5 u

( あな た

･ k u r i J a

( こ れは

･ k u r i J a

9 a m u m

の もの)

? m = m e = 旦隻 m u n

お婆さ ん の もの)

j a tt‡i ニ g a m u m

( こ れ は お兄 さ ん の もの)

･ ? ur i 旦隻 m un J a S a

( そ れ の もの で奉る さ)

･ m a k at e = 9 9 : t§i n o
= ? a n ii ti u r a s a r u

( マ カ テ -

の 着物 は あん な に 美しい こ と よ)

(後接する形式)

体言

･ ? a ri 旦隻
▲

n a = k a 9 k a i ? a s a

( あれ の 中 に ある さ)

● t a i 旦旦 n a = k a

( 二人 の 中)

･ t a = tii 旦堅 ? utt u

( ニ つ の 年下)
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｡ k n = m i 旦竺 ti in o = ? a n ! i t! u r a s a r u

( ク ミ コ の 着物は あん な に 美しい こ と よ)

[9 a] はⅡ 格助詞 の項で 述 べ た通り格助詞 と して の 職能の は か連体助詞 と し て連体修飾の

職能をも有する ｡ ま た人称代名詞を承ける
▼

e
W a A n u n

( 私 ( の) もの)

o
W a n

( 私

t a m a!i

( の) 分)

･ ?j a = m u n

(君 ( の) もの)

(2) [ n n] ｢ の+ ( 連体修飾)

[ n u] も格助詞の [ n u] と同様､

るのが本来の職能で あ る｡

多様で ある ｡

( 承ける形式)

(a)体言

▼
●
W a n n e ▲ j a = k

'

w a

｢ の+ は以下 の よう に 省略さ れる こ とが 多い ｡

普通名詞な どに後接し ､ そ れを後続の体言 に結び付 け

結び付け られ た体言 と体言 の 意味関係は両体言 の表す意味に より

( 私は ね 子供 の

? uj a 里竺 k u t u 9 a

( 親 の こ と か

里竺 k g t u b a k a = n r u ? u m u t o = r u

こ と ばかり ぞ 思 っ て い る の だ)

? u m ui r a n a t! o = n

思 うの か 泣 い て い る)
･ t‡u = 聖 k a ti m u n o =

( 今日 の お かず は

●
m u = t～i = 聖 G 主ti i n i

( 鬼餅 の 時季 に

(b)副助詞

w a = 9 a n i ニ b u s a n

私 が 煮 た い)

ru G i = s a r u

ぞ 寒い の だ)

● k a t at!i b a k a = n 塁望 ? uj u w e = s a n

( 形 ばかり の お祝い した)

● k u n u h a n a! e = k l ユ m a ? u tq =ti b a k a = n

( こ の 話は こ こ に お い て . だ け の

(後接する形式)

体言ま た は体言に準ずる語 ･

望 h a n a‡i ]
'

a n d o :

話 で ある ぞ)

● ? a n u ttS o ニ ? utt u 聖竺 9 ut u ! i n 川 o = n

( あの 人 は 弟 の よう に して 見て い る)
●

n a m a 聖 j u = j a j u = ri = j a k a ニ tti u ru ? u t ur u s a ru

( 今 の 世 は 幽霊 よりか 人 ぞ 恐 ろ しい の だ)
I ? a m a 聖 j a = j a ? u 約 tt! 甘 k a r a w a r a bi m a ri d att e = n w u n d o 二

( あ そ こ の 家 は 大人 か ら 子供 まで 沢山 居る よ)
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｡ kn ri ? i = ti 里竺 m u n O = n e = n

( こ れ 以上 の 人 は い な い)

また人称代名詞 の 後の [ n u ]
,

.

( の) は省略さ れる こ と が多い .

｡ ?j a : k 如 u ? um u i n d o 二

( あな た こ と 思う ぞ)

[ n u] [ 9 a] は格助詞と して の 職能の ほ か に 連体助詞 と して 連体修飾の職能をも有する ｡ こ

れ が前島方言の特徴で あ る｡ また ､ こ の よ うな 現象 は琉球方言 の 多く で 見 られ ､ 現代共通

語 の そ れ と は様相を異 に する ｡

･
n a : ti u i 望望

( もう 一

人

o t e = b u r u 竺竺

( テ ー ブ ル の

jik ig a m a r i ? a n u ji n a g u n = tS o = n d o 二

の 男 ま で あの 女 見て い る ぞ)

? i = 9 k ai ? u ti o ニk e =

上 に 置い て お け)

｡ k i= ロk ai t ui 聖 ‡i
= b a k a = n r u ? a s s a =

( 木 に 鳥 の 巣 ば か り ぞ あ る さ)

｡ ? ur u k u 竺望 ? m = m e = t u g u n u m m e = n i ? a = t a n

( 小禄 の お婆さ ん と 五年 前 に 会 っ た)

･ k a n e ニ h a n d it o = t in ru ニ 竺望 ? uj a b a k a = n n o ニ w a k aj e = s a n i

( 痴呆症 に な っ て て も 自分 の 親 ばか り は 分か る で し ょ う)

I

〕a m b a r u

( 山原
▼

● n a m a ▲

( 今 は

･ ? a n n

( あ の

･ ? uj a

9 iu
? m = m e = m e ニ 9 k a i ? n d 5 a k u t u ] u r u k u r o = t a n

の お婆 さん 前 に 行 っ た か ら 喜ん で い た)

d u = Lu

自分 q)

w a r a b e =

■
子供 は

n 11 k u t u

( 戟 の こ と

v a r a b i r u j u b ll n d o 二

子供 ぞ 呼 ぶ ぞ)

m e = 竺望 k a r a d 5 i n

前 の 髪 も 切 る し

j u = ? u m u i b u s a n

よく 思 い た い)

Ⅶ 接続助詞

接続助詞 と して は次の よう な もの が認 め られ る ｡

(1) [ n e ニ] ｢ と+ ( 一 般条件及び原因 ･ 理由)

(2) [! i9 a] ｢ けれ ども+ ( 逆接条件)

(3) [ m u n n u] ｢ もの を+ ( 逆接条件)

(4) [ 9 a n a =] ｢ なが ら+ ( 共存)

(5)

(6)

(7)

( 8)

[ k a r a] ｢ か ら+ (順接の 原因 ･ 理由)

[ - i] ｢ て+ ( 順接の原因 ･ 理由)

[ti n ] ｢ て も+ ( 逆接条件)

[S i = ti] ｢ ごと+
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(9) [ m a m a] ｢ まま+

接続助詞 は表現内容 と表現内容を時間的前後関係 や 条件と帰結 ( 原因と結果を含 む)

どで結び付ける働きが ある ｡

(り [ n e =] ｢ ば+ ( 条件)

活用語 の 未然形に 後接して ､ 順接の 仮定条件を表す ｡

( 承ける形式)

活用語 の連 用形

｡
n = d 3 i n e = w a k a i n

( 見れ

･ d e = n u

( 代金

o
w a = 9 a

(私 が

ば 分かる)

t a k a s a i n e ニ

が 高けれ ば

｡

J u m i n e =

( 読 め ば

(後接する形式)

k o : i r u

買うの だ)

k a tSi 虹 ?j a = n ニd e ニ

書け ば あなた 見 ろ)

n a r a n d o 二

な らな い ぞ)

(a)活用語の 終止形 ｡ d u の 結び形 ｡ 未然形

｡ n = d 3 i n e = w a k a i n

( 見れ ば 分か る)

｡ d e = n u t a k a s ai n e =

( 代金 が

｡

J u m i n e =

( 読 め ば

(b)体言

高けれ ば

n a r a n d o 二

k o =i r u

買うの だ)

ならない ぞ)

●
w a = 9 a k a ti i n e = ?j 乱 = n : d e =

( 私 が 書け ば あな た 見 ろ)

(2) [! i9 a] ｢ けれ ども+ ( 逆接条件)

活用語 に後接し､ 次の よう に用 い られる｡

( 承ける形式)

活用語の準体形

●
n = d 5 u ～ig a w a k a r a n

( 見る けれども 分か らな い)

( 後接する形式)

(a)活用語 の未然形 ･ 接続形

●
n a 9 a S a = ? a !i9 a

( 長い けれ ども

･ h a n a n w i = t a

( 花 も 植えた

t u r u k eL n

とどか な い)

‡i9 a k a r iti n e = n

けれ ども 枯れ て ない)
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(b)体言

o
w a n n i n ? it‡i b u s a ニ ! ig a m ar u n u n e = n

( 私も 行 き 七 い けれ ども 暇 が な い)

(3) [ m u n n u] ｢ もの を+ ( 逆接条件)

活用語を承 けるo 多少 の不満な ど の意 を込 め て 前件を示 し後件に 逆接的 に結び つ ける ｡
( 承ける形式)

活用語 の 連棒形

｡ t a k a s a r u m u n n l l t a k a k o = n e ニn

( 高い もの を 高くな い と

(後接す る形式)

活用形の 未然形 ･ 連用形

｡ k a tS ur u m u n n ll k a k a n di

( 書く もの を 書か な い と

d i ? it!i ? i = n n a =

言う か)

? i= i ? a i m i

言 っ て あ るか)
･ t a k a s a r u m t l n n u t a k a k o = n e ニn

( 高 い もの を 高く な い と

(4) [ 9 a n a =] ｢ な が ら+ ( 共存)

d i ?it!i ? i = n n a =

言う か)

動詞 の 連用形 に後接し､ 二 つ の 動作 ･ 作用 が共存す る関係 に あ る こ と を示す｡

( 承 ける形式)

活用語 の未然形 ･ 連 用形

･ t‡a = g w a = n um a g a n 畠. = b a n a !i = 9 W a 二

(茶 飲み なが ら 話 しよう)
I i i9 u t u s a g a n a = n u r a = 9 k e =

( 仕事 し な が ら 怒 る な)

? it5 a g a n a = t u k e = i 9
.
a n a =

( 行き なが ら と 帰り

( 後接する形式)

( a)格助詞 ･ 係助詞

●

G主s a 如′
? iti a g a n a =

( 足 が 行き な が ら

? it! a g a n a ニ t u k e ニi

( 行き な が ら と 帰り

･ Sig u t u s a g a n a =

i u i n

な が ら 寄る)

k a r a J a m u t a n

か ら 痛か っ た)

g a n a = ) u i n

なが ら 寄る)

J a n u r a = 9 k e =

( 仕事 ･ し なが ら

(b)活用語 ･ 接続形 ･ 終止形

● k o : i m u n ;i = 9 a n a =

は 怒 るな)

? n d 5i k u = G i =

( 買い 物 し なが ら 行 っ て 釆よう ね)

?it‡a g a n a ニ t u k e = i g a n a = ]
'

u i n

( 行き なが ら と 帰り な が ら 寄る)
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( c)体言

｡ ? a m a 9 k ai ? it‡a g a n a = j e ニd 5 i s u n

( あそ こ に 行き なが ら 合図 する)

(5) [k a r a] ｢ か ら+ ( 順接の 原因 ｡ 理由)

動詞の 接続形 に 後接し､ 原因 ･ 理由な どの意 を表す｡

(承ける形式)

活用語 の 接続形

･ k a r i k a r a ?iti u n

( 食 べ て か ら 行く)

(後接する形式)

( a)活用語 の終止形 ｡ 連用形

｡

_!i n a m u n o
= n =tS皇 k a r a k o = i n

( 品物は 見て か ら 買う)

? a ri n = ti主 k a r a ? u t u r u s a s 巳a =

( あれ 見て か ら 恐 ろ し い さ)

(b)体言

･ ? a ri 9 a tti主 k a r a b a n a i e = s a n a

( あれ が 釆て か ら 話は しよう)

(6) [
- i] ｢ て+ (順接の 原因 ･ 理､由)

活用語を承け次の よう に用 い られ る｡

(承ける形式)

｡

G 主s a g a

( 足 が

･ ? a m i n u

( 雨 が

j a r
l

i ? att‡e =j u = s a n

痛ん で 歩けな い)

可柑ti ? n d 5 i r a r a 皿

降 っ て 出られ な い)

(7) [ti n ] ｢ て も+

助動詞に 後接 し､

( 承ける形式)

助動詞

･ k a . m i b u s a =

( 食 べ たく

( 後援する形式)

活用語

( 逆接条件)

逆接の条件を表す｡

ti9 k am a r a 瓜

て も 食 べ れない)

'
ni n d 5 i b u s a = ti n n i n d a r a n

( 眠 たく て も 寝られな い)

(8)
′
[Si = ti] ｢ ごと+

体言を承け次の よう に用 い られ る｡

-
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(承 ける形式)

体言お よ び体言相当語

｡ k a = ! i 二ti k a二m u n

( 皮 ごと 食 べ る)

｡ tt～u n u m u m

( 人 の もの

(後接す る形式)

活用語 の 終止形

｡ tt‡u n tl m u m

( 人 の もの

(9) [ m a m a] ｢ ま ま+

‡i =ti ? a r a i n

ごと 洗う)

!i = ti ? a r ai n

ごと 洗う)

休言､ 活用語を承 け次 の よう に用 い られ る｡

( 承 ける形式)

(a)体言

･ k a = m a m a k
'

w e ニn

( 皮 ま ま 食 べ る)

(bl活用語 の 連用形

｡ tS in u n ti i ニ m a m a

( 着物 も 着た ま ま

( 後接する形式)

( a)体言

･ t!i n u n t! i = m a 皿 a

( 着物 も 着た ま ま

(b)活用語の 終止形

' k a = m a m a k
'

w e = n

( 皮 まま 食 べ る)

? u m i o k a i ? i = n

梅 に 入 る)

? um i I) kn i ?i = n

海 に 入 る)

Ⅶ 終 助 詞

終助詞と して は次の ような もの が 認め られる ｡

(1) [ d o ニ] ｢ ぞ+ (強い 念押し)

(2) [ n a] ｢ な+ (禁止)

(3) [ 9 aj a =] ｢ か しら+ ( 自問)

(4) [ m i] ｢ か+ (疑問)

(5) [ 9 a] ｢ か+ (疑問)

(6) [ ni] ｢ か+ (疑問)

(7) [ -

i] ｢ か+ (疑問)

-
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(8) [ti =] ｢
- したか+ ( 過去疑 問)

(9) [b a =i] ｢ わけか+ ( 問い)

(10) [ii9 a]

( ll) [ m ロ瓜]

(1 2) [i e =]

(1 3) [j a =]

｢ けど+ ( 不平 ｡ 不満を込 めた言 い さ し)

｢ もの を+ ( 不平 ｡ 不満を込 め た言 い さ し)

｢ で し ょ う+

｢ ね+ ( 軽い 念押し)

(1 4) [ji ニ] ｢ ね+ ( 聞き手の 同意 を求める)

(1 5) [j o =] ｢ よ+

(1 6) [t e =] ｢ よ+

(1 7) [ n a] ｢ よ+

(18) [ s a] ｢ さ+

( 聞き手 へ の 訴え)

( 不確か な推測)

( 問 い)

( 断定)

終助詞 は文末に あた っ て 完結作用を表す｡ 完結作用 と は ､ 文 を文 た ら しめ る もの で ､ 表

現内容と ､ 話 し手と の 関係付けをする もの で ある｡

(1) [ d o =] ｢ ぞ+ ( 強 い 念押 し)

動詞の 終止形 に後接 し､ 強い 念押 しの 意を表す｡

( 承ける形式)

活用語 の 終止形

｡ k u m a 9 k ai ? a n d o 二

( こ こ に ある

｡ k u r e = ?ij u r u

( これ は 魚 ぞ

｡
w a = 9 a ?it! n n

( 私 が 行く

｡ k u r e ニ t a k a s a n

ぞ)

J e n d o 二

で ある ぞ)

d o 二

ぞ)

d o 二

( こ れ は 高 い ぞ)

｡ ? a tSi m a i

( 集まり

･ ? a rュ 9 a

( あれ が

･

t‡i r u t‡a n

n i tt‡i n

に 釆て も

?it5 u n r i

行く と

di ? i = r u

( 鶴ち ゃ ん と 言う

(2) [ n a] ｢ な+ (禁止)

? a r e :

あれ は

h e = k u k e ニin d o :

早く 帰る ぞ)

? i : t a n d o 二

言 っ て い た ぞ)

n a = r u J a m d o 二

名前 ぞ で ある ぞ)

動詞の嘩体形に後接し､ 禁止の意 を表す｡ また ､ 終助詞 [j o =] を後捜さ せ る傾向が ある ｡
(承ける形式)

活用語の 未然形

･ ? u m a 9 k a i d 5 i = ] a k a k u na J O -
●

▼

( そ こ に 字 は 書く な よ) ′

-
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( 後接する形式)

終助詞

｡ k a s a n d e = w a ii ニ 望 j o =

( 傘 な ど 忘れ る な よ)

(3) [ 9 aj a =] ｢ か し ら+ ( 自問)

文末 に位置し て ､ 自分自身に対 して 問い か ける意 を表す｡

( 承 ける形式)

活用語

･ k ur i s a = n i !i m u g aj a =

( これ で よ い

･ k u d 5 o = j a m b a r u

( 去年 は 山原 に

･ ? a n u w a r a b i n u

か し ら)

k a i ? n d 5 a 9 a〕a 一
●

▼

行 っ た か しら)

ru k a ti u g aj a =

( あの こ ど も が ぞ 書く
●

■ ′

? a m a = 約 k a s a 9 a ] a 一

( あそ こ は 深 い か し ら)

･ ? a m a つk ai

( あそ こ に

･ k ll n u m id 5 e ニ

( こ の 水 は

･ ? a n o tti o =

w u ! e = t a = j a

居 る の は 誰

d 5 o =t o = ] a

きれ い で あ る

ti u = b a = j a

か し ら)

●
▼

9 a〕a ･

で ある か し ら)
●

▼

9 a J a 一

か)
●

▼

9 a] a
一

( あの 人 は 勝ち気 で あ る か し ら)

･
n a = ? n d 5 a 9 a】a

･

■

▼

( もう 行 っ た か し ら)

(4) [ m i] ｢ か+ ( 問 い)

文末に位置 して ､ 相手に 尋ね ､ 問 い か け る意を表す｡

( 承 ける形式)

活用語の 準体形

･ ?j a ニ J a

( あ な た

･
m a りi9 W a =

(市場 に

? a ti a = n ti9 a n e = i皇 k w i = 聖主

は 明 日 も 手伝い して くれる か)

n i ?j a = g a ? itS u R i

あ な た が 行く か)

･ k u n u m id 5 e ニ tiilr a S a 聖主

( こ の 水は き れ い か)

I ?j a = ] a kn = m i = ru

( あな た は ク ミ コ

･ tig a m i k a ti u !垂

(手紙 書く か)

J a m i=

ぞ で ある か)
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｡ j a m a t o = G i = s a 三重

( 大和 は 寒い か)

B k u n u m id 5 e = d 5 0 = t o = 〕a m i =

( こ の 水は きれ い で ある か)

｡ ?j a ニ j a t‡u i s a = n i j a m b a r u m a ri

( あなた は
一 人 で 山原

(5) [ 9 a] ｢ か+ ( 自問)

文末に位置して ､ 疑問 の意 を表す｡

( 承ける形式)

活用語の 準体形

｡ k u r e = t a =

( こ れ は

･ ?j a = J a

( あな た

･ k u ri t g

( これ と

g a k atS u 9 ia

誰 が 書く か)

n u = s o = 9 a

は 何 して い る

k u r e = d 5 i r u 9 a

これ は どれ が

･ w a r a b i 9 a

( 子供 が

･ ?j a = ] a

( あな た

･ ?j a = J a

( あな た

n u = w a k a i 豊里

何 分か る か)

n u = ～去n di

は 何 しろ

まで 行

か)

t a kn s a 旦至

高い か)

? i = 旦隻

と 言う か)

? it～i j u = s u 聖享

ける か)

m a = k a i ? iti u n di ? itS o = 王担

は 何処 に 行く と 言 っ て い る か)

(6) [ ni] ｢ か+ ( 疑問)

文末に位置 して ､ 相手対し物事を提案する意を表す｡

(承ける形式)

活用語の 未然形

･ k u 9 9 u t tl S a r a = m ai i ? a r a 空室

( こ の ように したら い い で はな い か)

(7) [ -

i] ｢ か+ ( 疑問)

文末に位置し て ､ 相手に問い か ける意 を表す｡

( 承ける形式)

活用語 の語幹

･
n a ニ ?j a = j a k a tii =

( もう あなた は 書い た か)

･
n a = ? n d 5 i =

( もう 行 っ た か)

(8) [ ti ニ] ｢ - したか+ ( 過去疑問)

文末に位置して ､ 相手に 問い か ける意を表す｡

-
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( 承ける形式)

活用語 の 準体形

｡
n a m a i i9 u t u S O = 吐

( まだ 仕事 し て い た か)

｡

j a m a t o = ? a t王墓s a 旦こ

(大和 は 暑 か っ た か)

(9) [もa = i] ｢ わけか+ ( 問 い)

文末 に 位置 して ､ 表現内容を当然 の こと と して ､ 聞き手 へ 訴え る意味を表す｡

(承 ける形式)

活用語 の 連体形

｡
v a = 9 a W a S S a r ll b a =i

( 私 が 悪 い わ けか)

｡ ti u = j a ? a ri g a ?itS ur u b a = i

( 今 日 は あれ が 行く わけか)

. k u r e = j a S S a r u b a
= i

( こ れは 安 い わ けか)

(1 0) [Si9 a] ｢ け ど+ ( 不平 ｡ 不満を込 め た言 い さ し)

文末に位置す る｡ 接続助詞 [ii9 a] ( けれ ども ･ の に) が 終助詞化し た もの ｡ ｢ - 吃 の に

- する+ と い う意味を表 し､ 希望や期待に 反 す る こ とが 起 こ っ て い る こ と に 対す る不満の

気持ちの 時用 い る ｡

( 承ける形式)

活用語 の 準体形

･
n a m m a ru ? u 中主t a ‡ig a

( 今 ぞ 起 きた け ど)

(l l) [ m u n ] ｢ もの を+ ( 不平 ･ 不満を込 め た言い さ し)

文末に位置する ｡ 接続助詞 [ m u n n 11] ｢ もの を+ の 後件が省略さ れ ､

既述の [ii9 a] と ほ ぼ同様で ､ 主文の 後件 を省略し､

しに した もの で あ るo

( 承ける形式)

活用語 の連体形

･ ? u p p l m a r e
=

( た っ た こ れ

･ ? u r e
.
= n a m a

活 用語 の 連体形 に後接する ｡

] um i J u - S ur u m u m
●

▼

ま で は 読 め る もの を)

w a k a s a r u n u n

( こ れは ま だ 若い もの を)

(1 2) [i e =] ｢ で し ょ う+

( 承ける形式)

活用語 の 準体形
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｡ ? a m a k a i ? m ニ m e = 9 a ?it h ～e =

( あそ こ に お婆さ ん が 行く で し ょ う)

｡ k u r e ニ t a k a s a S e =

( こ れは 高 い で し ょ う)

(1 3) [j a =] ｢ ね+ ( 軽い 念押し)

様々 な語 に 後接 し､ 文末に位 置する ｡ 軽い念押 しや相手の 同意を求め る意を表すo

(承ける形式)

(a)活用語未然形 ｡ 終止形

｡ ?j a = j a t u = tSi 9 e つk i ? a g a s a 虹

( あ なた は い っ も 元気 が ある さ ね)

･ t a = 9 a 9 a ? u 争u ] a s s a r a J a -

●
▼

( 大人 し そう ね)

中 m a ニ g a i i r a s a r a j a =

(何処 が 涼 し い か ね)

｡ t a = g a 9 a j u = h a t a r a ti u r a まむ

(誰 が か よく 働くか ね)

･ ? u k a s a n u r u w a r ai r
･

a ] a ･
●

▼

( 可笑 しい の ぞ 笑う の か ね)

｡ ? a n u ttS o = ti u r a s a n j a =

( あの 人 は きれ い ね)
●

y

｡ ? u @ u ] a s s a i 9 is a n ま生ニ

( 大人 し そう ね)

(b)終助詞 ｡ 係助詞

｡ t a = j a m i～e 二 9 a j a =

( 誰 で い ら っ し ゃ る か ね)
●

▼

o ti : s a ニd 3 i ] a m a = ] a 9 a i旦ニ

(手拭い は 何処 で ある か ね)

･ ti ir e = k u n i こ) k a m i j o = j a =

( 人参 も 食べ なさ い よ ね)

･ ?j a = s ati i n i ji ri j o = 虹

( あな た 先 に 坐 りなさ い よ ね)

･
m a 9 1 S a r u ?ij u t u r i ] o - ま聖二

■

▼
-

▼

( 大きい 魚 取 りなさ い よ ね)

● ?j a = 9 k o = ri ] o 一 迫 ニ
■

▼
●

▼

( あ なた も 買い なさ い よ ね)

●

j u = ? u m u r i コ0 - コa -

●

▼
●

▼

( よく 思 い なさ い よ ね)
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･ ? a n n w a r a b a =

( あの 子供 は
●

▼

o
n a m a コa J a 一

j a j a = b o =§i 9 k a n d 5 u i ? u t‡甘k ui つ k a n d5 1 氾

ね 帽子 も 被る し 頬 か むり

? u t! 甘k u i n l k u n ti o = n d o 二

( 今 は ね 頬か むり

･ tti u o k ai

( 人 に

( 川) [ji ニ] ｢ ね+

動詞 の 未然形

(承ける形式)

] a j a = ? i =

は ね よ い

ぞ 括 っ て い る の だ)

k甘t u r u ? i = n d o 二

こ と ぞ 言う ･ の だ)

も 被る)

( 聞 き手の 同意 を求め る)

( 志向形) に 後接 し､ 聞き手の 同意 を求め る意を表す ｡

活用語の 未然形 (志向形)

●
w an ] 1 - J a k a k a 里ニ

● ●
▼

■ ●

ー

( 私 絵 は 書こ う ね)
● ■

▼

･
w aミ〕 k g s a = k a r a ま王二

(私 草は 刈 ろう ね)

(1 5) [j o ニ] ｢ よ+ ( 聞き手 へ の 訴 え)

文末に 位置 し､ 表現内容を聞き手 に や わ らか い 調子 で伝 え たり ､ 訴え たりする ｡

(承ける形式)

活用語の 命令形 ･ 終止形

･ ?j a = k a k i 〕o -
■

▼

( あ なた 書きな さ い よ)

? u r e = t a k a s a n ] o -

●

ー

( こ れは 高い よ)

(1 6) [t e =] ｢ よ+ ( 不確か な推測)

( 承ける形式)

活用語 の終止形

･ ? a ri g a k a t‡u n t e =

( あ れ が 書く よ)

･ ? a r e = t a k a s a n

( あ れは 高い

･
m a 9 i = n a i n e =

t e =

よ)

? u 申uj a !皇k u m ai n t e =

( 大きく なれば 大人 しく な る よ)

(1 7) [ n a] ｢ よ+ ( 問 い)

動詞 の 未然形 (志向形) に後接し､ 呼びか けの 意 を表す｡

( 承ける形式)

活用語の 未然形

● m a n d 3 u n h a t a r a k a 王些

( 一 緒に 働 こう よ)

- 54 -



｡ m a n d 5 un m a tiig w a ニ つk a i ? ik a 王些

(
一 緒に 市場 に 行 こ う よ)

｡ m a n d 5 u n ‡主 k u = 9 a 里蔓

( 二 人 で 漕 ごう よ)

･ ? w i = k a r a m a n d 5 u n t u b a 堅

( 上 か ら 一 緒に 飛 ぼう よ)

｡
w a n t‡主t‡i m a 空室

(私 包む よ)

･ m a n d 5 u 9

(
一 緒 に

(柑) [ s a] ｢ さ+

文末に 位置し､

(承ける形式)

k a m a 里旦

食 べ よう よ)

(野定)

軽く断定する意を表す ｡ また [ s a =] [ s s a =] の 例も見 られる o

活用語 の準体形 ｡ 終止形

･
n a = ～i m u 望

( もう い い さ)

･ k i = 9 k a i t ui n u ii = b a k a ニn r u ? a s s a =

( 木 に 鳥 の 巣 ばかり ぞ ある さ)

● t a ニ n 如u r a n 皇室

( 誰 も い な い さ)

6 ま と め

以上､ 前島方言の Ⅰ準体助詞 ､ Ⅱ並列助詞 ､ Ⅱ 格助詞 ､ Ⅳ 副助詞 ､ Ⅴ 係助詞 ､ Ⅵ 連体助

詞､ Ⅶ接続助詞 ､ Ⅷ終助詞 に つ い て その 承ける形式およ び後接する形式に つ い て 見 て
.

き た ｡

その結果 は以下 に 示す通りで ある ｡

Ⅰ 準体助詞 は､ 活用語 を承け､ 並列助詞 ･ 格助詞 ･ 副助詞 ｡ 係助詞 に後接する ｡

Ⅱ 並列助詞 は､ 体言 ･ 副助詞 ･ 準体助詞を承け､ 体言 ･ 活用語 に後接する ｡

Ⅱ 格助詞 は､ 体言 ･ 準体助詞 ･ 副助詞 ･ 格助詞 ･ 商用語 を承 け､ 体言 ･ 活 用語 ･ 係

助詞 に 後接する ｡

Ⅳ 副助詞は､ 体言 ･ 活用語 ･ 格助詞 ･ 副助詞 ･ 副詞を承け､ 体言 ･ 活用語 ･ 格助詞 ･

係助詞 ･ 連体助詞 に後接する ｡

Ⅴ 係助詞 は､ 体言 ･ 活用語 ･ 格助詞 ･ 副助詞を承け､ 活用語 に後接する｡

Ⅵ 連体助詞 は､ 体言 ･ 副助詞 を承け､ 体言に 後接する ｡

Ⅶ 接続助詞は､ 体言 ･ 活用語 ･ 助動詞 を承 け ､ 錘言 ･ 活用語 ･ 格助詞 ･ 係助詞 に 後

接する ｡

Ⅷ 終助詞 は､ 活用語 ･ 係助詞 ･ 終助詞 を承け､ 終助詞 に後接する 0

琉球方言の格助詞 ･ 連体助詞 の ｢ ガ+ ｢ ノ+ が ､ そ の 承 ける形式を異に す る こ と はす で に
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明らか で ある ｡ こ の ｢ 承け る形式+ に よ る分類方法 は ､ 助詞 を考察 す
る 上 で 有効 で あると

考 え られ る｡ 加え て ｢ 後接す る形式+
と の 関係 に つ い て も明 らか に す る必要性 を 感 じ､ 本

稿で は ｢ 承ける形式+ と ｢ 後接 する形式+ に 着 目
し､ 助詞 を分類し た ｡ こ の よう な資料の

整備 か ら見え て くる諸問題 に つ い て 個 々 の 助詞 を対象 に考察 を試 み
る予定 で ある｡ 本論考ほ

資料提示と分矯に 中JL ､ を置 い た経過報告 で あ る o
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